
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 調査の概要 <P1> 

２ 本町の状況 

 （１）教科に関する調査の状況 

ア 小学校に関する状況  <P1> 

        イ 中学校に関する状況  <P1> 

    ウ 教科ごとの調査の状況 <P2> 

  （２）教科ごとの状況及び課題が見られた「問い」 

          ・小学校国語 <P3～p5> 

          ・小学校算数 <P6～P8> 

          ・中学校国語 <P9～P11> 

          ・中学校数学 <P12～P17> 

     （３）児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

       ア 学校運営に関する状況について  <P18～P20> 

       イ 自己変容の状況について（小６の時と中３時の３年間の経過から）<P21～P22> 

       ウ これまでの回答状況の変化から  <P23～P26> 

  （４）質問紙と正答率のクロス分析の状況から 

       ア 主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と正答率の状況 <P27> 

       イ 読書時間と正答率の状況    <P28> 

       ウ 家庭の蔵書数と正答率の状況  <P29>  

       エ 自己有用感と正答率の状況   <P30> 

       オ ふるさと意識と正答率の状況  <P31> 

       カ 「新聞を読むこと」と正答率の状況 <P32> 

       キ 家庭学習と正答率の状況 <P33> 

       ク 英語学習と国語・算数(数学)の正答率の状況 <P34> 

（５）新型コロナウイルス感染症の影響について <P35～P42> 

    ３ 今後の取組の方向性について <P43～P44> 
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１ 調査の概要 

（１） 調査の目的                                     

本調査は、香美町における児童生徒の学力や学習状況を分析・把握し、本町の教

育施策の成果や課題を検証し、その改善を図るとともに、各小・中学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習・生活状況の改善等に役立てることを目的とする。 

なお、本調査において測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における

教育活動の一側面である。 

 

（２） 実施期日 令和３年５月２７日（木） 

 

（３） 調査実施校数及び人数 

・小学校６年生：１０校 １１７人 

・中学校３年生： ３校 １０７人 

 

（４） 調査内容 

ア 教科に関する調査〔国語、算数・数学〕 

    ① 主として「知識」に関する問題 ② 主として「活用」に関する問題 

※平成３１年度（令和元年度）から①と②を一体的に問う出題となっている。 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

(ｱ) 児童生徒に対する調査 

(ｲ) 学校に対する調査 

            ※いずれの調査においても、今年度は、新型コロナウイルス感染症による影 

響について尋ねる問いが新たに設定されている。 

 

２ 本町の状況 

（１）教科に関する調査の状況                               

【調査結果の分析の基準】 

 

 

 

 

 

ア 小学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

全国(公立)との比較 兵庫県(公立)との比較 

国  語 同程度 同程度 

算  数 同程度 下回る 

イ 中学校に関する状況 

教   科  
香美町の結果 

全国(公立)との比較 兵庫県(公立)との比較 

国  語 同程度 同程度 

数  学 同程度 同程度 

※全国(公立)、兵庫県(公立)とは、参加した国公私立学校のうち、公立学校を対象としていることを示す。(以下、全国、

兵庫県と言う。) 

全国(公立)平均正答率を基準とした時の割合 全国(公立)や兵庫県(公立)と比較した時の表現 

＋5％以上 上回る 

±5％内 同程度 

－5％以下 下回る 
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ウ 教科ごとの調査の状況 

【調査結果の概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学校◆ 

(国語) 

◎ 資料を用いる目的を理解したり、目的や意図に応じて、資料を使って

話したりすることはできている。 

○ 各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○ 無解答率が１０％を超えている「問い」の割合は、全国、兵庫県、香

美町とも同じ傾向にある。 

▼ 目的に応じて、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けるこ

と、目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することなど、

記述式で解答を求める問いに課題がある。 

(算数) 

◎ 棒グラフから数量を読み取ったり、速さと道のりを基に、時間を求め

る式に表したりすることなどはできている。 

○ 各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

▼ 複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を記述

することなどに課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中学校◆ 

(国語) 

◎ 学習指導要領の領域別では、「話すこと・聞くこと」、「伝統的な言語

文化と国語の特質に関する事項」の「問い」はできている。 

○ 各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○ 全国、兵庫県、香美町とも無解答率が１０％を超えている「問い」は

一問のみであり、同一の「問い」である。 

▼文章に表れているものの見方や考え方を捉えて、自分の考えを持ち、記

述することに課題がある。 

 

(数学) 

◎ 学習指導要領の領域別では、「数と式」、「関数」の「問い」はできて

いる。 

○ 各問いの正答率の傾向は、全国、兵庫県、香美町ともほぼ同じである。 

○ 全国、兵庫県、香美町とも無解答率が１０％を超えている「問い」の

傾向は同じである。 

▼ 数学的な結果を事象に即して解釈し、数学的に説明したり、判断の理

由を数学的な表現を用いて説明したりするなど、記述して答えることに

課題がある。 
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（２）教科ごとの状況及び課題が見られた「問い」 

   正答率が３０％以下の「問い」、無回答率が１０％を超えている「問い」について

総括するとともに、その分析を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率が３０％以下 無解答率が１０％以上 領  域  等 

２-三 ○  思・判・表等（読むこと） 

２-四 ○  思・判・表等（読むこと） 

３-二  ○ 思・判・表等（書くこと）  

３-三(1)ア  ○ 知識及び技能 

３-三(1)ウ  ○ 知識及び技能 

３-三(2)オ ○  知識及び技能 

 

【良好と考えられる項目】 

◎思考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使うこと。(大問２の二) 

【特に課題と考えられる項目】 

▼目的に応じ、文書と図表とを結び付けて必要な情報を見つけること。目的を意

識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。(大問２の三、四) 

▼文の中における修飾と被修飾との関係を捉えること。(大問３の（２）オ) 

小学校 国語 
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＜２-三＞ 

 

 正答例  

 「メストラルは、ゴボウの実が犬の毛にからみついていたことをヒントに、かぎ状のフックが

輪の形をしたループに引っかかることでくっつく仕組みの面ファスナーを作り出した。」(８０

字) 

 解答の状況  

〇 誤答率が最も高いのは、「ヒントになったこと」は書けているが、「面ファスナーのくっつく

仕組み」が書けていない場合である。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 誤答率が高かったケースの解答をした児童は「文章から必要な情報を見付けることはできて

いるが、図から必要な情報を見付けたり、見付けた情報を言葉に表したりすること」ができて

いないと考えられる。 

〇 日常の学習活動などにおいて、文章中に用いられている図表などが、文章のどの部分と結び

付くのかを明らかにした上で、文章と図表などの関係を捉えて読み取ったり、理解したりする

ことが求められる。 

 

＜２-四＞ 

 

 正答例  

 「面ファスナーはしっかりとくっつき簡単にはがせることから、物がうかぶ国際宇宙ステーシ

ョンの中で、身の回りのすべての物の固定に使われている。」(６８字) 

 解答の状況  

〇 誤答率が最も高いのは、「国際宇宙ステーションでの使われ方」は書けているが、「面ファス

ナーのよさ」について書けていない場合である。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 誤答例全般にわたり、「目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること」に課題

があると考えられる。 

〇 文章を要約するためには、目的に応じて文章全体から必要な部分を選び、内容を端的に説明

することが大切であり、日常の学習活動などにおいても、目的に応じて必要な情報を見付け、

まとめるなどの取組が大切である。 
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＜３-三（１）（２）＞ 

 

 正答例  

（１）「ア；転（がって）」、「ウ；積（み）」 

（２）「オ；3 かたづける」 

 解答の状況  

（１）について 

○ 漢字が書けず、無解答の児童がアについては約１割、ウについては約２割いる。 

（２）について 

  ○ オでは、誤答率が最も高いのは、「１ 遊び終わったら」を選択している場合である。 

 改善に向けて考えられる方策等  

○ 漢字の学習指導に当たっては、日常生活の中で適切に使うことができるようにすることが大切

である。その際、自分が書いた文章を読み返したり、文脈の中でどのような漢字が適切かなどを

考えたりしながら習得させる必要がある。 

〇 誤答率が高かった選択肢を解答した児童は、「すぐに」が動きを表す語句に係って詳しくする

ことは理解できているが、本文中でどの語句に係るかを理解できていないと考えられる。 

〇 修飾語(この場合は副詞)が、動きを表す語句を詳しく説明する場合やその他の場合など、いく

つかの事例を取り上げて学習し、理解を深めることなどが求められる。 
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 正答率が３０％以下 無解答率が１０％以上 領  域 

３－(４)  ○ データの活用 

４－(３)  ○ 数と計算  

【良好と考えられる項目】 

◎条件にあう時刻を求めたり、速さと道のりを基に、時間を求めたりするこ

と。(大問１-(4),(5)) 

◎棒グラフから、数量を読み取ったり、項目間の関係を読み取ったりするこ

と。(大問３-(1),(2)) 

【特に課題と考えられる項目】 

▼帯グラフで表された複数データを比較し、示された特徴を持った項目とその

割合を記述すること。(大問３-(4)) 

▼少数を用いた倍についての説明を解釈し、他の数値の場合に適用して、基準

量を１とした時に比較量が示された少数に当たる理由を記述すること。(大問

４-(3)) 

算数 ３ 統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート） 

 
小学校 算数 
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＜３-(4)＞ 

 

 正答例  

５年生と６年生で、「あてはまる」と答えた人の割合のちがいが最も大きい項目は、○イ「図書 

室に行く時間がない」です。その割合は、５年生が１５％で、６年生が８０％です。 

 解答の状況  

約半数の児童が正答例のように答えている反面、無解答の児童が約１７％いる。また、「５年

生と６年生で、「あてはまる」と答えた人の割合のちがいが最も大きい項目は、○エ「地域の図書
館で本を借りているです。その割合は、５年生が７９％で、６年生が８２％です。」のように

「あてはまる」と答えた人の「割合の違いが大きい項目」を「割合が大きい項目」と誤ってとら

えて解答している児童が約２割みられる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 グラフからデータの特徴や傾向を読み取るために、グラフのどの部分に着目したかなどを説 

明し伝え合う学習活動を取り入れたり、自分たちが導き出した結論を多面的に考察したりする 

ことができるような工夫をすることが大切である。 

〇 日常生活において、児童自ら目的に応じてデータを収集し、実態把握や分析し、解決策など

を見出す取組を、算数科だけでなく、他教科等においても取り入れて学習活動を展開すること

なども考えられる。 

 

算数 ４ 計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と少数を用いた倍） 
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＜４-(3)＞ 

 

 正答例  

30ｍを１とした時、0.1にあたる長さは 3ｍです。12ｍは、3ｍの 4つ分になるので、30m 

を 1とした時の 0.4にあたります。 

 解答の状況  

約半数以上の児童が正答例のように答えている反面、無解答の児童が約１1％いる。また、

「0.1にあたる長さが 3ｍであることを表す言葉や数」は書けているものの、「12ｍがその４つ

分になることを表す言葉や数」が書けていない児童や、「30ｍを１とした時、0.4にあたる長さ

は 12ｍです。」のように、30ｍを基にしているが、説明が正確にできていない児童が、それぞ

れ 10%弱みられる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 基準量を 1とした時に、比較量がいくつにあたるかという意味について確実に理解できるよ 

うにすることが重要であり、テープ図などを用いて視覚的に理解を深めたりする方法なども考  

えられる。 
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 正答率が３０％以下 無解答率が１０％以上 領  域  等 

２-一 ○  書くこと 

３-四 ○ ○ 読むこと 

中学校 国語 

【良好と考えられる項目】 

◎話し合いの話題や方向を捉えたり、質問の意図を捉えたりすること。(大問１-

一、二) 

◎文脈に即して感じを正しく読むこと。(大問４-一) 

◎事象や行為などを表す多様な語句について理解すること。(大問４-二) 

◎伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くこと。(大問４-四) 

【特に課題と考えられる項目】 

▼書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注意して書くこ

と。(大問２-一) 

▼文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えを持つこと。(大問３

-四) 
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＜２-一＞ 

 

 正答例  

 「１」…１段落で述べている意見の根拠となる具体例をより詳しく説明しようとした。 

 解答の状況  

〇 「４」または「５」を選んだり、「２」を選んだ誤答例が多い。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 目的や意図に応じて、読みやすく分かりやすい文章にするためには、読み手の立場に立って

文章を整えることが大切であり、その視点が十分でなかったと考えられる。 

〇 学習活動の中で、自分が書いた文章の表現が、自分の意図や考えなどをうまく伝えているか

どうかなどをペアやグループで確かめ合うなど、指導方法等を工夫することが求められる。 
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＜３-四＞ 

 

 正答例  

 「黒の気焔を感心したようにのどをころころ鳴らして謹聴していれば、はなはだ御しやすい猫

である」と評価しており、「吾輩」は「黒」の機嫌をとるような接し方をしていることが分か

る。私は、このような「吾輩」の接し方はとても賢いと思う。 

 解答の状況  

〇 条件１のうち【文章の一部】から「吾輩」が「黒」を評価している表現が引用できておらが

ず、その接し方や条件２の自分の考えだけを書いている誤答例が半数近くある。 

〇 無解答の生徒が約２割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

〇 文学的な文章を読んで自分の考えを持つためには、「構造と内容」を的確に把握するととも

に、「精査・解釈」の学習過程を通して、自分自身が理解したことを他者に説明したり、他者の

考えやその根拠などを知ったりする学習活動を通して、読み込む力を高めていくことが大切で

ある。 

〇 無解答者の状況を分析し、どこにつまずきが見られるかなどを分析することも求められる。 
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 正答率が３０％以下 無解答率が１０％以上 領  域 

4  ○ 関数 

６-(２)  ○ 数と式 

６-(３) ○ ○ 数と式  

７-(２) ○ ○ 関数 

８-(２) ○  資料の活用 

８-(３) ○ ○ 資料の活用 

９-(３) ○ ○ 図形 

【良好と考えられる項目】 

◎整式の加法と減法の計算ができる。(大問１) 

◎与えられたデータから中央値を求めること。(大問５) 

◎問題場面における考察の対象を明確にとらえることができる。(大問６-（１）) 

◎与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる。(大問

7-(1)) 

◎ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることができる。(大問８-（１）) 

【特に課題と考えられる項目】 

▼事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること。(大問 6 

-(３)、７-(2)) 

▼データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明するこ

と。(大問 8-(３)) 等 

 
中学校 数学 
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＜４＞ 

 

 正答例  

「① 影の長さ」は 「② 経過した時間」の関数である。 

 解答の状況  

 ○ 誤答で最も多いものは「経過した時間は影の長さの関数である」と解答しているもので 

ある。 

 ○ 関数の意味が十分に理解できていないことが考えられる。（「独立変数」と「従属変数の 

違い」） 

 ○ 無解答の生徒が約１割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

 ○ 学習活動の中で、日常的な様々な事象を考察して、関数の意味を確実に理解し、習得さ

せることが大切である。 



- 14 - 

 

 

＜６-(2)(3)＞ 

 

 正答例  

(2) ４(ｎ＋３) 

  ・ｎ＋３は自然数だから、４(ｎ＋３)は４の倍数である。したがって、四角で４つの数

を囲む時、４つの数の和はいつでも４の倍数である。 

４ｎ＋１２ 

  ・４ｎ、１２が４の倍数で、４の倍数の和は４の倍数だから、４ｎ＋１２は４の倍数で

ある。したがって、四角で４つの数を囲む時、４つの数の和はいつでも４の倍数であ

る。 

(3)  四角で囲んだ４つの数の和は、左上の数と右下の数の和の２倍である。 

 解答の状況  

 (2)について 

○ 「４(ｎ＋３)は４の倍数」であることは記述しているが、「ｎ＋３」は自然数である

ことが記述できていない誤答が最も多い。 

○ 「４ｎ＋１２は４の倍数」であることは記述しているが、「４ｎ、１２が４の倍数

で、４の倍数の和は４の倍数」であることが記述できていない誤答が二番目に多い。 

 ○ 無解答の生徒が約１割いる。 

(３)について 

○ 「～は…である。」という形で記述することが求められているが、「四角で囲んだ４

つの数の和」、「左上の数と右下の数りの和の２倍」という言葉を使い、正確に記述で

きていない誤答が最も多い。 

○ 無解答の生徒が約３割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

 ○ 事柄が成り立つ理由を、構想を立てて、根拠を明確にして説明したり、事柄の特徴を捉

えて、それを数学的に説明したりできることが大切である。日々の学習活動において、数

学的に推論したり、統合的・発展的に考察したりする機会や場を大切にしたい。 
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＜７-(2)＞ 

 

 正答例  

・原点Ｏを通る直線のグラフを書き、ｙ=120 の時の x 座標を読む。 

・ｙを xの比例の式で表し、その式にｙ=120 を代入し、x の値を求める。 

・表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数で砂が落ちきるまでの時間が 120 秒に 

なる砂の重さを計算する。  

 解答の状況  

○ 誤答例では、「直線のグラフを書いて利用すること」は書けているものの、「ｙ座標が

120 の時の x 座標を読むこと」が書けていないため、十分に方法を説明できていない場

合が最も多い。 

○ 無解答の生徒が約２割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

 ○ 実験によって得られたデータから、２つの数量が比例関係にあることを理解するととも

に、事象を数理的に捉え、数学的に処理し、問題を解決し、そのための方法を説明できる

ようにすることが大切である。 

 ○ 「授業アイディア例」(国立教育政策研究所教育課程研究センター作成)を活用して、実

際に授業を展開してみることも有効な方法である。 
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＜８-(2)(3)＞ 

 

 正答例  

(2)  エ 「度数の合計」 

(3) ２つの度数分布多角形が同じような形で、６時間未満の度数分布多角形よりも６時間

以上の度数分布多角形の方が右側にある。したがって、日照時間が６時間以上の日

は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある。 

 解答の状況  

(2)について 

 ○ 「ウ 階級ごとの度数」と解答している誤答が最も多い。 

 ○ 無解答はほとんどない。  

(3)について 

○ 誤答として、度数分布多角形の相対度数に着目して記述したり、度数分布多角形の最

小値、最大値、最頻値など、ある点を比較して記述したりしているものが、それぞれ約

１割ある。また、正答の条件から全くはずれている誤答が、約４割ある。 

○ 無解答の生徒が約３割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

  ○ 相対度数の必要性とその意味について、確実に理解させることがまず重要である。 

○ 日常生活や社会の事象を題材とした問題が、統計的な手法を用いて解決できることを

理解するとともに、問題を解決するためには目的に応じてデータを収集処理し、その傾

向を捉えて考察したり、判断したりする活動を充実することが大切である。 
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＜９-(3)＞ 

 

 正答例  

∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは変わらない。 

 解答の状況  

○ 誤答として、「∠ＡＲＧ＝∠ＡＳＧ」、「∠ＡＲＧと∠ＡＳＧは対角である。」、「重なった

ところは四角形になっている。」など、正答から全くはずれているか解答が約４割ある。

また、正答の条件から全くはずれている誤答が、約４割ある。 

○ 無解答の生徒が約２割いる。 

 改善に向けて考えられる方策等  

  ○ ある条件の下で成り立つ図形の性質を見出し、それを数学的に説明できるようにするこ

とが大切である。予想したことがらが成り立つことを説明したりする活動を授業の中に取

り入れることなどが考えられる。 

○ 「授業アイディア例」(国立教育政策研究所教育課程研究センター作成)を活用して、実

際に授業を展開してみることも有効な方法である。 
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（３） 児童生徒質問紙・学校質問紙に関する調査の状況 

ア 学校運営に関する取組状況(抜粋) 

        学校質問紙による回答結果から、香美町における取組状況は次の表のとおりで

ある。  

 

◆学校業務改善の状況について 

質問番号 質問事項 

小（16）、中（16） 学校として業務改善に取り組んでいますか。 

 

◆学校運営の組織的取組について 

質問番号 質問事項 

小（17）、中（17） 学校運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校
として組織的に取り組んでいますか。 

 

◆ＰＤＣＡサイクルの確立について 

質問番号 質問事項 

小（１9）、中（１9） 児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価し
て改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していま
すか。 

 

◆学習指導等の計画作成時の教職員同士の協力について 

質問番号 質問事項 

小（２7）、中（２7） 学習指導と学習評価の作成に当たっては、教職員同士
が協力し合っていますか。 

 

◆「社会に開かれた教育課程」に向けた取組について 

質問番号 質問事項 

小（81）、中（81） 
教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る
取組を行っていますか。 

 よく取り組んでいる。 どちらかといえば、取り組んでいる。 あまり取り組んでいない。 

小学校 ４校 ６校 ０校 

中学校 １校 １校 １校 

 よく取り組んでいる。 どちらかといえば、取り組んでいる。 

小学校 ７校 ３校 

中学校 １校 ２校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ５校 ５校 

中学校 １校 ２校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 

小学校 ６校 ４校 

中学校 ２校 １校 

 よくしている。 どちらかといえば、している。 あまりしていない。 

小学校 ４校 ５校 １校 

中学校 １校 ２校 ０校 
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◆保護者や地域の人たちの参画について 

質問番号 質問事項 

小（82）、中（82） 保護者や地域の人が学校の美化、登下校の見守り、学
習・部活動支援、放課後支援、学校行事の運営などの活
動に参加していますか。 

 

◆自校の分析結果の学校全体での活用について 

質問番号 質問事項 

小（６３）、中（７９） 平成３１年度(令和元年度)全国学力・学習状況調査の
自校の分析結果について、調査対象学年・教科だけでな
く、学校全体で教育活動を改善するために活用しました
か。 

 

 

◆全国学力・学習状況調査の問題の活用について 

質問番号 質問事項 

小（88-1～9） 

中（88-1～9） 

全国学力・学習状況調査の問題(教科に関する調査)

を具体的にどのように活用していますか。 

①  学習指導要領の理解を深
めるため、調査対象学年・教
科の教員で出題意図を確認
している。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

10校 0校 3校 0校 

② 学習指導要領の理解を深
めるため、調査対象学年・教
科の教員以外の教員も出題
意図を確認している。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

10校 0校 3校 0校 

③ 学習指導要領の理解を深
めるため、校内研修等で、個
別の問題を題材として取り
上げている。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

４校 ６校 3校 0校 

④ 問題全体を活用し、校内研
修等を通じて、授業の改善を
行っている。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

10校 0校 3校 0校 

 よく参加している。 参加している。 

小学校 ７校 ３校 

中学校 ２校 １校 

 よく行った。 行った。 

小学校 ２校 ８校 

中学校 ２校 １校 
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⑤ 学力・学習状況把握のた
め、授業の中で取り上げてい
る。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

5校 5校 3校 0校 

⑥ 学力・学習状況の把握のた
め児童(生徒)への家庭学習
等の課題の参考としている。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

６校 ４校 3校 0校 

⑦ 学校が独自に実施するテ
ストや、学力・学習状況調査
等で作問する際に参考とし
ている。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

2校 8校 3校 0校 

⑧ 教員が独自に作成する教
材の内容を検討する際に参
考としている。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

5校 5校 3校 0校 

⑨ 保護者や地域の人の学校
教育活動への協力・連携を進
めるために活用している。 

小学校 

 

中学校 

 

はい 

 

いいえ 

 

はい 

 

いいえ 

 

4校 6校 3校 0校 

 

 

〇 取り上げたどの項目においても、すべての学校が肯定的に回答しており、学校運営の円

滑化に向けて、学校長のリーダーシップのもと、教職員が一体となって取り組んでいる様

子がうかがえる。 

〇 「学校業務改善の状況について」、「『社会に開かれた教育課程』に向けた取組について」 

 の項目において、それぞれ「あまり取り組んでいない」、「あまりしていない」と回答して

いる学校については、改善に向けた更なる取組が求められる。 
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ウ 自己変容の状況について（小６時と中３時の３年間の経過から） 

質問紙の経年比較により、今年度の中学３年生（１０７名）の意識が、小学校６年生（１１

４名）の時（平成３０年度）と比較してどのように変化しているか追跡した。 

 

 

＜挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感＞ 

＊数字は令和３年度)生徒質問紙番号〔％ 上段；香美町 下段；（全国）〕 

質 問 事 項                 回 答 状 況 

小６時の回答状況 

（Ｈ３０年度） 

 

中３時の回答状況 

（Ｒ３年度） 

 

6) 自分には、よいところがあると思いますか。 

86.0 

(84.0) 

 

72.9 

(76.2) 

 

8) 将来の夢や目標を持っていますか。 

85.1 

(85.1) 

 

62.6 

(68.6) 

 

11) いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか。 

97.3 

(96.8) 

 

99.1 

(95.9) 

 

12) 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

95.6 

(95.2) 

 

97.1 

(95.0) 

 

 

 

＜学習に対する関心、意欲、態度＞ 

質 問 事 項                 回 答 状 況 

小６時の回答状況 

（Ｈ３０年度） 

 

中３時の回答状況 

（Ｒ３年度） 

 

17) 家で自分で計画を立てて勉強していますか。 

71.0 

(67.6) 

 

64.5 

(63.5) 

 

52) 算数・数学の勉強は好きですか。 

66.7 

(64.0) 

 

53.3 

(59.1) 

 

53) 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

92.1 

(92.1) 

 

85.1 

(84.1) 

 

12) 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

79.0 

(83.4) 

 

74.8 

(74.6) 

 

55) 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役立つと思いますか。 

89.4 

(90.3) 

 

72.9 

(74.6) 

 

57) 算数・数学の問題の解き方が分からないときに

は、あきらめずにいろいろな方法を考えますか。 

83.3 

(78.4) 

 

81.3 

(75.8) 
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＜基本的生活習慣、学校生活等、地域や社会に対する興味・関心＞ 

 

小６時の回答状況 

（Ｈ３０年度） 

 

中３時の回答状況 

（Ｒ３年度） 

 

1) 朝食を毎日食べていますか。 

98.3 

(94.5) 

 

96.2 

(92.8) 

 

2) 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 

79.8 

(77.0) 

 

80.3 

(79.8) 

 

25) 地域や社会をよくするために何をすべきかを

考えることがありますか。 

55.2 

(49.9) 

 

58.0 

(43.8) 

 

37) 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることができて

いると思いますか。(できていますか。) 

85.1 

(77.7) 

 

73.8 

(77.8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析〕 

〇  ３年間の成長過程の中で回答の割合が低くなっている項目はあるものの、全体的に自己

を肯定的にとらえ、夢や目標を持って何事にも挑戦しようとしている生徒の様子がうかが

える。今後とも、夢や志を持って取り組めるよう、更なるキャリア教育の推進などが求め

られる。 

〇  規範意識は、全国、香美町とも高まっている。特に、「いじめは、どんな理由があって

もいけないこと。」という意識が高い。これまでからの人権教育の充実による人権意識の

高揚によると考えられる。 

〇 小学校から中学校に進級し、教科も「算数」から「数学」に変わり、回答の割合は低下

傾向にある。義務教育段階での「算数・数学離れ」を克服していく方策が求められる。 

〇  「算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つ」と考えている

生徒が児童の時と比較して減少している。 

〇  算数・数学の学習をすすめるに当たっては、それらの教科の学習が、キャリア教育の視

点から日常生活と結びついている場面を児童生徒に提示したり、好奇心を持って学習に臨

んだりするなどの指導方法の工夫改善が求められる。 

○ 学校生活や基本的生活習慣については、高い回答率で概ね良好と考えられる。 

○ 地域社会への貢献については、全国の割合が低下している中で、香美町の生徒では、 

その割合がやや高くなっている。ふるさと教育の実践などを通じて、地域の一員とし 

ての生き方を考える取組や実践が、よい意味で影響していると考えられる。 

(注)  各質問事項の割合は、「している どちらかといえばしている」、「当て  

    はまる どちらかといえば、当てはまる」など、肯定的に回答している割 

合である。 
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エ これまでの回答状況の変化から 

① 【読書活動について】（「３つの町民運動」関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【将来の夢や目標について】（キャリア教育推進関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.9 
80.0 

84.9 

90.7 
87.3 

83.4 

87.4 
85.1 

77.3 
79.5 

71.2 69.7 
72.9 

63.9 
67.6 

65.8 
68.8 

70.6 72.0 

62.6 

将来の夢や希望について

小学校 中学校

○ 児童生徒とも、令和元年度の割合とほぼ同程度である。 

○ 小学校６年生時(平成３０年度)には「３０分以上読書する」と回答した割合が４３．

９％であったものが、中学校３年時には２４．４％にまで減少している。  

○ 児童生徒とも、１日当たりの読書時間と各教科の平均正答率との間には有意な相

関は見られなかった。(Ｐ２８参照) 

○ 今後とも「３つの町民運動」における「読書」の取組を着実に進めていくことが

求められる。 

見られなかった。

〇 今年度は、小学校は微増し、やや回復しているが、中学校は減少している。 

○ 「将来の夢や目標を持っていますか。」の問いに対して、「当てはまる」、「どちら

かといえば、当てはまる」と回答している割合は、児童では８０％前後で推移して

いる。一方、生徒では７０％前後で推移している。 

○ 今後とも、校種間の連携を図りつつ、一貫化教育の取組の中でキャリア教育の推

進体制の整備を図り、児童生徒が、社会の変化を乗り越え、高い志や意欲を持つ自

立した人間として、未来を切り拓いていく力を身に付けることができるよう取り組

んでいくことが求められる。 

   (注) 平日、学校の授業時間以外に３０分以上読書する児童・生徒の割合の推移 

36.8

27.1
31.6

28.8
32.4 31.2

35.2

43.9

32.8 33.4

25.5 27.6
30.6

22.3

30.6

16.8

29.4

37.3

24.7 24.415
20
25
30
35
40
45
50

読書時間について

小学校 中学校

  (注) 「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童・生徒の割合の推移 
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〇 今年度は、小学校では微増しているが、中学校では減少している。 

○ 経年比較全体としてみれば、ゆるやかに右肩上がりになっており、保護者や教師が子

どものよいところを褒めたり、認めたりするなどして自信をもたせる取組により、一定

の成果が現れつつあると考えられる。 

○ 今後とも、家庭との連携を図るとともに、授業や学校行事など、様々な機会や場を通

して、子どもたちの成功体験を価値付けし、達成感や成就感を持たせる取組を充実して

いくことが大切である。 

〇 学力とのクロス集計では、児童生徒とも、国語・算数（数学）いずれにおいても明ら

かな相関関係が見られた。（Ｐ３０参照） 

○ 今年度、平日における児童の家庭学習の時間は、微増している。一方で、生徒の学習

時間は減少している。 

○ 生徒では、平日の家庭学習時間が「２時間以上」と回答している割合が、再び２０％

台となった。「家庭学習のきまり」などによる啓発を通じて、家庭学習の習慣化の取組

を着実に進めていく必要がある。 

○ 土曜日、日曜日の調査が復活した。児童生徒とも平成２９年度調査時よりも増加して

いる。 

○ 今後とも、キャリア教育推進の取組の一環として、「家庭学習」の重要性を児童生徒

に認識させるとともに、校区内の小学校・中学校が連携しあって取り組むことが大切で

ある。 

71.4 75.6 
80.3 

81.5 
79.7 80.3 

77.5 

86.0 
84.4 

86.4 

71.5 
74.6 75.2 76.1 76.4 76.3 77.9 

84.0 

81.2 
76.9 

63.5 
60.6 

70.0 

64.6 

77.1 
67.1 

71.3 

79.1 

80.7 

72.9 

60.5 

61.2 

66.4 

67.1 

68.1 
69.3 

70.7 
78.8 

74.1 

76.2 

60.0

70.0

80.0

90.0

自分のよいところについて

小学校 小学校（全国） 中学校 中学校（全国）

57.7 
51.4 

63.8 66.5 

76.7 73.9 70.9 

83.3 

69.6 72.6 

54.9 

40.0 

65.7 64.2 
70.7 

60.5 61.0 
66.6 

16.0 
24.0 

28.1 
18.8 

27.6 25.5 27.0 23.3 

34.0 

23.4 

43.4 43.4 
49.7 

41.0 

55.3 

43.6 43.1 
52.4 

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

家庭学習の時間について

小学校（平日） 小学校（土日） 中学校（平日） 中学校（土日）

④【自己有用感について】 

③【家庭学習について】（キャリア教育推進関連） 

 （注）児童…１時間以上（平日・土日とも）、生徒…２時間以上（平日・土日とも）  

  (注) 「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童・生徒の割合の推移 
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         （注）平成２５年度は、香美町小・中学校は本質問番号を選択していないためデータなし  

○ これまで同様に、児童生徒とも、「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」

の問いに対して、「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答している

割合は高いが、児童の方が生徒よりも高く推移している。 

〇 今年度は、一昨年度と比較して児童生徒とも少なからず低下したが、長いスパン

でみると高い割合で推移しており、「ふるさと教育」の取組成果は浸透しつつあるこ

とはうかがえる。 

〇 学力とのクロス集計では、児童では国語・算数において、生徒では数学において、

やや有意な相関関係が見られた。（Ｐ３１参照） 

 

（参考） 

「今住んでいる地域が好きですか。」（平成１９年度調査）の問いに対して、「当てはまる」、

「どちらかといえば、当てはまる」と回答している児童（小学校６年生）生徒（中学校

３年生）の割合は次のとおりである。 

児童 84.8％ 

生徒 73.1％ 

88.0 
84.8 86.2 

91.3 91.0 91.7 
89.4 

87.7 

95.3 

89.8 

79.0 77.8 
79.3 

82.0 
84.7 

80.5 

84.4 
82.9 

92.6 

83.2 

ふるさと意識の醸成について

小学校 中学校

37.6 

34.6 
38.9 

25.2 

30.7 

21.8 

27.3 

34.1 

37.7 

28.2 

14.9 

22.5 

23.3 

29.0 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

新聞を読むことについて

小学校 中学校

⑤【ふるさと意識の醸成について】（「ふるさと教育」推進関連） 

⑥【新聞を読むことについて】（社会に対する興味・関心） 
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○ 児童生徒とも「毎日読む」、「週に１回～３回読む」を合わせて、平成２６年度から

の３年間は、いずれも４０％に満たない程度であった。平成２９年度は、さらに減少

傾向にあったが、それ以降、指導の成果がみられるのか、やや回復しつつあるものの、

依然として３０％に満たない低い水準にある。 

○ 教科の調査結果とのクロス集計では、毎日、新聞をよく読んでいる児童生徒が、国

語・算数とも平均正答率が最も高い傾向にある。(Ｐ３２参照) 

〇 問題の意図を読み込む力などを身に付けるためには、日常生活 

の中で新聞の活字に機会あるごとに触れたり、新聞を日々の授業 

実践の中で活用したりしていくことなどが求められる。  

⑦【学校に行くことについて】（学校満足度関連） 

84.8 

87.9 

83.4 

86.0 84.8 

84.4 

85.5 

82.8 
84.0 

85.3 

85.9 

77.2 

88.0 

79.4 

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ H31(R元) Ｒ３

学校に行くことの満足度について

小学校 中学校

○ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」の問いに対して、「当てはまる」「どち

らかといえば、当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、概ね８０％台で

推移している。 

○ 今年度、生徒の満足度が減少しているのは、新型コロナウイルス感染症による

影響で、主体性が発揮できる学校行事などが減ったことや進路への不安などが影

響していることも考えられる。 

○ 「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と答えている児童生徒が

一定割合いることが課題である。 

 

(参考) 

■「当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、次のとおりである。 

                                (%) 

 児 童 生 徒 

香美町 59.0 41.1 

兵庫県 46.4 42.0 

全  国 47.9 43.3 

 

            （注）平成３０年度は、児童生徒質問紙に本質問がなかったためデータなし 
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70.9 

60.9 61.9 

53.9 
57.7 

43.8 
46.4 

43.8 

0%

50%

100%

国 語 数 学

60.9 

66.4 
62.2 

68.6 

48.9 

56.3 

21.4 

34.4 

0%

50%

100%

国 語 算 数

（４）質問紙と学力のクロス分析の状況から 

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（33） 

中（33） 

５年生までに受けた授業では(１，２年生のときに受けた授業では)，課題の解決に向け
て，自分で考え，自分から取り組んでいましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 生徒は肯定的な回答を選択した方が、いずれの教科とも平均正答率が高い傾向にあり、相

関が認められる。児童については、生徒のような相関関係は認められない。今後とも、主体

的、対話的で深い学びの視点に立った積極的な取組が求められる。 

〇 学校質問紙では、肯定的な回答をした学校が１２校、否定的な回答をした学校は１校であ

る。 

当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る 

当
て
は
ま
る 

《生 徒》 

ア ＜主体的、対話的で深い学びの視点に立った取組と正答率の状況について＞ 

《児 童》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号  質問事項  

小（21） 

中（21） 

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読
書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童生徒ともに、読書時間数の多少とそれぞれの教科の平均正答率の相関関係に、大きな有意差

は見られない。 

《児 童》 

68.6 

60.0 

72.6 73.4 

56.8 
60.2 59.6 

66.4 

57.1 

66.5 

54.8 

66.9 

0%

50%

100%

国 語 算 数

57.1 

46.9 
52.9 

45.0 

68.8 

55.6 

72.4 

63.6 
66.7 

62.2 60.9 

50.2 

0%

50%

100%

国 語 数 学

全
く
し
な
い 

１
０
分
よ
り
少
な
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１
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分
以
上
３
０
分
よ
り
少
な
い 

３
０
分
以
上
１
時
間
よ
り
少
な
い 

１
時
間
以
上
２
時
間
よ
り
少
な
い 

２
時
間
以
上 

イ ＜「読書時間」と正答率の状況について＞ 

《生 徒》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号  質問事項  

小（22） 

中（22） 

あなたの家には、およそどれくらい本がありますか。（一般の雑誌、新聞、教科書は除
く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童生徒ともに、家庭の蔵書数とそれぞれの教科の平均正答率の相関関係に、大きな有意差は

見られないが、蔵書が少ない家庭の児童生徒の平均正答率は、多い家庭の児童生徒と比較してや

や低い傾向にある。 

50.0 

75.0 

65.6 

75.8 

63.0 

69.6 

62.5 

69.6 

57.5 

66.2 

47.4 
44.7 

0%

50%

100%

国 語 算 数

《児 童》 

《》童》

71.4 

63.5 

77.3 

69.3 

61.1 

50.3 

66.4 

55.2 
59.6 

55.9 

63.8 

50.0 

0%

50%

100%

国 語 数 学

〇
か
ら
一
〇
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一
一
か
ら
二
五
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二
六
か
ら
一
〇
〇
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一
〇
一
か
ら
二
〇
〇
冊 

二
〇
一
か
ら
五
〇
〇
冊 

五
〇
一
冊
以
上 

ウ ＜「家庭の蔵書数」と正答率の状況について＞ 

《生 徒》 
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60.5 

67.5 

59.9 
65.4 

56.4 

64.4 

53.6 
59.4 

0%

50%

100%

国 語 算 数

69.5 

59.8 

65.8 

56.9 
60.7 

50.0 

55.8 

46.0 

0%

50%

100%

国 語 数 学

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（6）、中（6） 自分には，よいところがあると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生 徒》》 

〔分析及び考察〕 

〇 いずれの教科においても、児童生徒とも自己有用感と平均正答率との間に有意な相関関係が

みられる。特に、生徒において顕著である。 
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エ ＜自己有用感と正答率の状況について＞ 

《児 童》 
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64.1 

70.5 

57.6 

63.1 

38.6 

48.8 
45.9 

53.6 

0%

50%

100%

国 語 算 数

64.8 

57.2 

68.5 

56.0 

67.1 

52.5 
55.4 

47.7 

0%

50%

100%

国 語 数 学

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（24）中（24） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童については、ふるさと意識と国語、算数のいずれの教科においても平均正答率との間

に、相関関係が見られる。 

○ 生徒については、数学において平均正答率との間にややゆるやかな相関関係が見られる。 

〇 ふるさとの身近な自然や地域行事などに関心を持たせ、体験的に学ぶことが、学力の向上

にもつながることを意識して取り組ませたい。 

《生 徒》 

オ ＜ふるさと意識と正答率の状況について＞ 

《児 童》 

当
て
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な
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ど
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ら
か
と
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え
ば
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と
い
え
ば
、
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て
は
ま
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当
て
は
ま
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62.9 

70.4 

62.6 
65.8 
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67.9 

57.7 
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64.3 

52.6 
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56.0 
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50%

100%

国 語 数 学

 

  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（23） 

中（23） 
新聞を読んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 児童については、国語、算数とも新聞を読む頻度と平均正答率の間にはゆるやかな相関関

係が見られる。 

〇 生徒については、国語、数学とも有意な相関関係は見られないが、「毎日読む」生徒の正答

率は、いずれの教科とも最も高い。 

〇 新聞を読む習慣は、今年度、一昨年度と比較して微増したが、クロス集計の結果からも、

今後とも、積極的に新聞を読むことを日常生活の一部として取り入れていくことが求められ

る。 

《生 徒》 

カ ＜「新聞を読むこと」と平均正答率の状況について＞ 

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い 

月
に
１
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程
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週
に
１
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回
程
度 

毎
日
読
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《児 童》 
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 ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（１８） 

中（１８） 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、勉
強をしますか(学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間、インター
ネットを活用して学ぶ時間も含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.4 

68.8 

62.0 63.8 62.1 

68.8 

57.7 

65.0 

39.8 

45.5 

0.0 0.0 

0%

50%

100%

国 語 算 数

〔分析及び考察〕 

〇 児童は、いずれの教科においても「１時間以上、２時間より少ない」が、国語、算数と

も最も平均正答率が高い。 

〇 生徒は、いずれの教科においても「３０分以上、１時間より少ない」が、国語、数学と

も最も平均正答率が高い。 

〇 今回、児童生徒とも家庭学習の時間と平均正答率との間には、相関関係は見られない。 

○ 生徒で、いずれの教科とも「全くしない」と回答している者が一定数いることが課題で

ある。 

キ ＜家庭学習と正答率の状況について＞ 

全
く
し
な
い 

３
０
分
よ
り
少
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よ
り
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１
時
間
以
上
２
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り
少
な
い 

２
時
間
以
上
３
時
間
よ
り
少
な
い 

３
時
間
以
上 

《児 童》 

《生 徒》 

50.0 

40.6 

68.0 

53.5 

64.8 

57.8 

69.2 

58.6 
62.5 

49.2 

21.4 
25.0 

0%

50%

100%

国 語 数 学
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60.8 
65.9 

63.4 
67.2 

49.6 

61.1 

54.3 

72.5 
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50%

100%

国 語 算 数

70.1 

60.8 
63.5 

55.6 
59.2 

42.0 
47.1 45.0 
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  ◆児童・生徒が回答した選択肢別の平均正答率 

質問番号 質問事項 

小（62） 

中（62） 

５年生までに（１，２年生のときに）受けた英語の授業では，英語で（英語で話したり
書いたりして）自分自身の考えや気持ちを伝え合うことができていましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔分析及び考察〕 

〇 生徒については、いずれの教科においても有意な相関関係が見られる。  
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《児 童》 

ク ＜英語学習と国語・算数（数学）の正答率の状況について＞ 

《生 徒》 
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（５）新型コロナウイルス感染症の影響による学校の臨時休業と児童生徒の学習状況及

び学校の取組 

◆◆◆【令和２年の４月～５月頃の臨時休業時の児童生徒の状況について】◆◆◆ 

                     

 

 

 

① 勉強について不安を感じたか〔児童生徒質問紙から〕  

(注)クロス集計については、香美町の児童が対象である。（以下の「問い」及び生徒についても同様である。） 

 

 

 

 

 

 

 

55.0 

53.4 

59.9 

45.0 

46.6 

40.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

勉強について不安を感じたか＜児童＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない

63.5 

56.8 
57.9 

63.9 

49.3 

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

国語

不安感と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

68.8 

61.9 61.8 

76.0 

55.0 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

算数

不安感と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県と比較して「勉強について不安を感じていた」と回答している

児童の割合がやや多い。 

〇 国語、算数とも不安感を感じていない児童の正答率が最も高い。 

〇 不安感と正答率との関係では、相関関係はあまり見られない。 

香美町における臨時休業期間は 4/9～5/31であった。その後、夏季休業日を短縮し

て授業時数の確保などに努めたが、今回の調査では、次のような児童生徒や学校の状況が

浮かび上がった。 
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59.2 

54.2 

50.3 

56.3 

46.9 

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

数学

不安感と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5 

62.0 

60.7 

37.5 

38.0 

39.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

勉強について不安を感じたか＜生徒＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない

68.8 68.7 

55.2 

63.6 
62.5 

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

国語

不安感と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県との比較では「勉強について不安を感じていた」と回答してい

る生徒の割合は同程度である。 

〇 国語、数学とも「不安を感じていた」生徒の正答率が最も高い。 

〇 不安感と正答率との関係では、数学において「不安を感じていた」生徒ほど

正答率が高い傾向が見られる。 

■ 生徒自身が、今後の進路についてなど、いろいろと考えるところがあり、危機

意識を持って取り組んだ結果と考えられる。 
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② 計画的に学習を続けることができたか〔児童生徒質問紙から〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.7 

63.1 

63.2 

35.2 

36.9 

36.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

計画的に学習を続けることができたか＜児童＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない

59.3 

61.8 

57.9 

59.1 

50.0 

45.0

47.0

49.0

51.0

53.0

55.0

57.0

59.0

61.0

63.0

国語

計画的な学習と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県との比較では「計画的に学習を続けることができた」と回答し

ている児童の割合は同程度である。 

〇 国語では、「どちらかと言えば計画的に学習していた」児童の正答率が最も高

い。一方、算数では、「計画的に学習をしていなかった」児童の正答率が最も高

くなっている。 

〇 「計画的に学習を続けること」と正答率との関係では、国語では相関関係は

みられないが、算数では「計画的に学習を続けていた」児童の方が正答率がや

や高い傾向が見られる。 

68.8 

61.9 61.8 

76.0 

55.0 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

算数

計画的な学習と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない
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〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県との比較では「計画的に学習を続けることができた」と回答し

ている生徒の割合は高い。 

〇 国語では、「計画的に学習していた」生徒ほど正答率が高い傾向にあり、相関

関係がみられる。一方、数学では、国語のような相関関係は見られない。 

〇 数学では「計画的に学習を続けていなかった」生徒の正答率が二番目に高く

なっている。 

73.6 

64.8 

60.5 

69.3 

64.3 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

国語

計画的な学習と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

37.7 

36.5 

48.6 

62.3 

63.5 

51.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

計画的に学習を続けることができたか＜生徒＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない

56.7 

61.1 

49.0 

57.7 

49.0 

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

数学

計画的な学習と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない
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③ 規則正しい生活を送っていたか〔児童生徒質問紙から〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県との比較では「規則正しい生活を送ることができた」と回答し

ている児童の割合が高い。 

〇 国語、算数とも「規則正しい生活を送ること」と正答率には相関関係は見ら

れない。 

〇 国語、算数とも臨時休業期間中において、規則正しい生活を送っていたかど

うか思い出せない児童の正答率が最も高くなっている。 

57.3 

61.5 

57.6 57.1 

68.4 

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

国語

規則正しい生活と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

64.9 

65.4 65.1 

64.6 

76.8 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

算数

規則正しい生活と正答率のクロス集計

＜児童＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

63.0 

62.1 

71.8 

37.0 

37.9 

28.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

規則正しい生活を送ることができたか＜児童＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない
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〔分析及び考察〕 

〇 全国、兵庫県との比較では「規則正しい生活を送ることができた」と回答し

ている生徒の割合がやや高い。 

〇 国語、数学とも「規則正しい生活を送ること」と正答率には相関関係が見ら

れる。 

〇 国語では、「規則正しい生活を送ることができなかった」と回答している生徒

の正答率が二番目に高い。 

67.6 

63.8 

62.1 

67.3 

65.5 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

国語

規則正しい生活と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない

48.4 

47.4 

53.2 

51.6 

52.6 

46.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

全国

兵庫県

香美町

規則正しい生活を送ることができたか＜生徒＞

当てはまる、どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない、当てはまらない、思い出せない

59.4 

56.7 

52.4 

54.5 

50.0 

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

数学

規則正しい生活と正答率のクロス集計

＜生徒＞

当てはまる

どちらかと言えば当てはまる

どちらかと言えば当てはまらない

当てはまらない

思い出せない
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④ 学校からの課題で分からないことがあったとき、どのようにしていたか〔児童生徒質問紙から〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 

31.9 

78.8 

62.4 

10.1 

4.9 

8.9 

30.4 

77.9 

57.6 

9.3 

4.7 

13.7 

31.6 

84.6 

76.1 

12.0 

6.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

先生に聞いた 友だちに聞いた 家族に聞いた 自分で調べた そのままにした 思い出せない

学校からの課題で分からないことへの対応(児童)

全国 兵庫県 香美町

7.2 

43.9 44.3 

61.6 

14.3 

6.9 7.3 

42.7 
47.3 

59.4 

13.5 

6.7 8.4 

51.4 
54.2 

76.6 

10.3 
6.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

先生に聞いた 友だちに聞いた 家族に聞いた 自分で調べた そのままにした 思い出せない

学校からの課題で分からないことへの対応（生徒）

全国 兵庫県 香美町

〔分析及び考察〕 

〇 児童の対応では、全国、兵庫県、香美町とも「家族に聞いた」、「自分で調べ

た」、「友だちに聞いた」の順に多くなっている。 

〇 生徒の対応では、全国、兵庫県、香美町とも「自分で調べた」、「家族に聞い

た」、「友だちに聞いた」の順に多くなっている。 

■ 生徒で「自分で調べた」が一番多いのは、発達段階や学習習慣などを総合的

に考慮すると、児童よりも上位に位置するのは、概ね順当なところである。 
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⑤ 臨時休業していた期間が終了した以降に、当該休業への対応としてどのようなことを行った 

 か〔学校質問紙から〕 

96.5 

82.9 

91.2 

46.4 

40.4 

15.6 

35.4 

77.6 

91.2 

94.4 

41.8 

98.8 

83.8 

92.8 

53.3 

55.6 

0.3 

36.7 

78.7 

96.0 

98.0 

74.9 

100.0 

80.0 

100.0 

40.0 

50.0 

0.0 

0.0 

70.0 

100.0 

100.0 

40.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

心身の状況のチェック

学習内容の定着が不十分である児童生徒の把握

学習状況及び成果の確認

学習内容の定着が不十分な児童生徒への補習

時間割編成の工夫

土曜日の活用

次年度を見越した教育課程編成

学習活動の重点化

長期休業期間の短縮

学校行事の見直し

追加的人材の配置

臨時休業後の学校の対応について

＜小学校＞
全国 兵庫県 香美町

96.5 

71.1 

88.8 

38.8 

45.8 

17.6 

34.2 

66.2 

90.5 

93.6 

32.6 

98.0 

72.4 

91.0 

40.1 

64.0 

0.3 

36.0 

61.6 

96.5 

96.8 

57.3 

100.0 

100.0 

100.0 

66.7 

100.0 

0.0 

66.7 

100.0 

100.0 

100.0 

66.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

心身の状況のチェック

学習内容の定着が不十分である児童生徒の把握

学習状況及び成果の確認

学習内容の定着が不十分な児童生徒への補習

時間割編成の工夫

土曜日の活用

次年度を見越した教育課程編成

学習活動の重点化

長期休業期間の短縮

学校行事の見直し

追加的人材の配置

臨時休業後の学校の対応について

＜中学校＞

全国 兵庫県 香美町

〔分析及び考察〕 

〇 小学校では、兵庫県との比較で「学習内容の定着が不十分な児童への補習等」、

「学習活動の重点化」、「追加的人材配置」がやや低い割合である。 

〇 中学校では、「土曜日の活用」を除き、いずれの項目でも、全国、兵庫県より

も高い割合を示している。 
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＜実践のポイント＞ 

□若手とベテランが学び合う同僚性の構築を組織的にすすめる。 

□中学校区で「めざす子ども像」を共有し、合同研修会などを通して指導方法や指導体制

等の工夫改善を図る。 

□９年間を見通したカリキュラムづくりや授業研究や研修会、乗り入れ授業などに取り組

むとともに、学習ルールや授業スタイルの共有化などを図る。 

□キャリア教育の視点から「家庭学習のきまり」を作成するなど、中学校区で学習への目

的意識を持たせる系統的な指導をすすめる。 

＜授業実践のポイント＞ 

□国語科を要としつつ、全ての教科等において発達段階に配慮した言語活動の充実を図る。 

□「めあて・学習課題や学習の流れ」の提示、「振り返り」活動を確実に取り入れる。 

□学習者主体の視点を強く意識し、指導形態や指導方法の工夫改善を図るとともに、授業

の展開の中に、「書く活動」、「発表や話し合う活動」などを積極的に取り入れ、授業改善

をすすめる。 

□全児童生徒に配備されたタブレットなどの活用を図ったり、体験的に学ぶ活動などを積

極的に取り入れたりする。 

□「ほめる指導」、「認める指導」を大切にする。 

□個人カルテの活用などにより、一人もつまずきを見逃さない個別指導を推進する。 

小規模校ならではの特色を生かした取組を！ 

～「学校間スーパー連携チャレンジプラン」を更に充実し、取組の質的向上を図る ～ 

小規模校のよさを生かし、きめ細かな指導をすすめるとともに、小規模校の課題を克

服し、子どもたちの主体性、望ましい競争心などを育てることが大切です。そのために、

「学校間スーパー連携チャレンジプラン」に取り組み、多人数の学習集団や複数教員に

よる複眼的な指導により子どもたちの学力や人間関係力を高めていきます。 

＜実践のポイント＞ 

□オンラインによる研修なども考慮しつつ、事前、事後の打合せや研修を充実させる

とともに、他校の教員の実践からも学び合うなど、自らの授業改善に生かす。 

□これまでの取組成果や課題の可視化を図り、次の取組につながる検証や評価などに

取り組む。 

□平成２５年度からスタートし、９年目を迎えた本事業の成果を継承するとともに、

課題解決のために設置した「チャレンジプラン総合会議」での協議を踏まえ、 

今後の取組の充実を図る。 

魅力ある授業づくりを！  

 ～「学ぶ授業」から「学び合う授業」へ、授業の質的転換を図る ～ 

児童生徒の「学びに向かう力」を高めるためには、安心して共に学び合う学校環境

の整備を進めるとともに、指導者は子どもたちの実態や教室での事実に学び、学力や

学習状況の把握に基づく、きめ細かな学習指導に取り組むことが大切です。 

コロナ禍で蓄積された新たな知見を、これからの「学び」に生かそう！ 

３ 今後の取組の方向性について 

指導力を高め合う組織づくりと学びの連続性のある取組を！ 

～ 小中連携、小中一貫化の取組を通した交流の質的高まりを図る ～ 

子どもたちの学びの連続性を保障するためには、校種間の枠を越え、義務教育９年間

を通して児童生徒に必要な資質・能力を育むことが求められています。そのため、調査

結果等を全職員で共有し、カリキュラム・マネジメントの視点に立った取組をすすめる

とともに、系統性を意識した組織的な授業改善につなげることが大切です。 
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＜実践のポイント＞ 

□規律ある生活（早寝、早起き、朝ごはん等）、家庭内での対話の習慣化 

□家庭学習の習慣化（「ながら勉強ゼロ」など） 

□家庭で読書等に親しむ環境づくり（「親子で読書」、「新聞を読むこと」の習慣

化など） 

□スマートフォン・タブレットなど情報通信機器利用に関するルールづくり 

□努力すること、最後までやり抜くことの大切さを伝える。  

□子育て、しつけの中での「ほめる」、「認める」の実践 

□地域行事やボランティア活動などへの参加を通した「ふるさと意識」や社会貢

献意識の醸成 

□「あいさつ運動」の推進や「ふるさとものしり博士」などによる学校支援 等 
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家庭は子どものよりどころ、すべての教育の出発点  

      地域の子どもは地域で育てる機運を盛り上げよう！ 

 

コロナ禍の臨時休業中、多くの子どもたちは勉強について不安を感じながらも家

庭で規則正しい生活に努めていました。子どもたちが安心して学びに向かうために

は、学校にとって家庭や地域の協力は不可欠です。家庭で読書や家庭学習などに積

極的に取り組んだり、家の人と学校の出来事について話をしたりする児童生徒ほど、

学力・学習状況調査の正答率は高い傾向にあります。 

また、地域には学校での学習につながる教育・学習資源や人材が豊富です。地域

に学び、子どもたちのふるさと意識を醸成していくことは、将来の香美町を支えて

いくためにも大切です。「オープンスクール」、「学校版教育環境会議」など、様々な

機会や場を通じて、学校と家庭・地域がいっしょになって子どもたちの未来を考え、

共に育んでいきましょう。 

〇各種研修会の実施による教員の指導力等向上への支援 

〇町ホームページ、町広報紙などによる情報提供 

〇各種事業の実施（ふるさと教育交流会、ふるさとおもしろ塾、土曜チャレンジ

学習、「町じゅう図書館」活動など） 

〇学校等の施設設備など、教育・学習環境の充実 等 

家庭・地域では 

学校・家庭・地域への支援を！ 

 

教育委員会では、「ふるさとに学び、夢や志を抱き、ふるさと香美を大切にする

人づくり」をめざし、「香美町教育振興基本計画」や「香美町教育の重点」に基づ

き、香美町の教育を推進していきます。そのために、各学校の教育充実を図ると

ともに、家庭・地域での様々な取組を支援していきます。 

◆問題文や各質問紙の詳細は、国立教育政策研究所のウェブサイトで 

見ることができます。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

 



 


